
救急車の出場率が高まり、救急車がひっ迫している状態が続いています。
ご自身の体調管理と救急車の適時・適切な利用をお願いいたします。

F 、，，＝－
意識がない、けいれんが止まらない、物をのどにつまらせた、 i回用制回
大量に出血など、いつもと違う・様子がおかしい場合は119番通報｜担調唱長

ためわらずに救急車を呼ぶべき症状 〉｜面開睦

九病院？救急車？迷ったら I 

東京消防庁救急相談センター｜回目回目図｜
救急車の必要性や受診可能な医療機関の案内を電話で相談！
24時間365日いつでもご利用できます。

東京版救急受診ガイドもご利用ください！
病気やケガの緊急度、医療機関での受診の必要性、

受診する科目などが確認できます。

119番通報がつながりにくい場合は・．．

－不要不急の通報は、ほかの緊急通報の妨げとなりますので、最後までお話を
聞かずに切断する場合があります。

・問合せなどは、 119番通報ではなく、消防署や専用のダイヤルに連絡してください。


